
しまね短期仕事体験（2026春期）　体験報告　集計結果【参加学生】

短期仕事体験参加者(実数)：36名 回答率:43/ 50名　　86％
短期仕事体験参加者(延数)：50名 受入事業所数：27社
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問1　体験した実習内容（複数回答）
会社説明 【その他】
実務 ・商品開発
座談会 ・まとめレポート作成と共有
社員に向けたプレゼンテーション ・イベント見学
グループワーク ・現場見学、模型製作
その他

問2　体験プログラムの満足度について

大変満足
やや満足
どちらともいえない
やや不満
大変不満

問3　短期仕事体験参加の動機（最もあてはまるものを3つ選択）

問4　短期仕事体験先を探す際に重視したこと（複数回答）

問5　短期仕事体験経験による成長

大きく成長を実感できた
やや成長を実感できた
あまり成長を実感できなかった
全く成長を実感できなかった

合計 43 100

20 46.5
0 0.0
0 0.0

大学教員、先輩、友人、家族に勧められた 2

count rate(%)
23 53.5

実習先までのアクセスを考えた 11
学業に支障が出ないこと（両立できる） 9
まだ知らない業界（業種）だった 7

実践的な仕事が体験できる 27
プログラム内容の詳細が記載されている 20

就職先として興味があった 17

単位取得のため 1

プログラム内容に興味があった 29

希望とは違う業種や職種を体験して視野を広げたい 8
学校・友人・家族に勧められた 6

希望する業種や企業の実務を体験したい 31
学んでいることが現場でどのように活かせるか知りたい 15

就職活動に役立てたい 36
働くことがどういうものか体験したい 34

0 0.0
0 0.0

合計 43 100

rate(%)
39 90.7
4 9.3
0 0.0
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問6　短期仕事体験前の就職志望度

この事業所を志望している
この業界に就職したい
この職種に就きたい
志望していなかった

問7　短期仕事体験後の就職志望度

この企業を志望している
この業界に就職したい
この職種に就きたい
志望していない

記述1.印象に残っているプログラムの内容（抜粋）

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

記述2.体験プログラムに対する満足度の理由（抜粋）

▶

AIを利用した、紹介ホームページの制作。

利用者様とのコミュニケーション。食事介助が主であったが、「ありがとう」という些細な感謝の言葉を掛けていただく機会が多く、介護
という仕事は重責ある職務の中で人とのつながりの温かさを実感できる仕事であると再認識させられた。また、障がいや何らかの不自
由を抱えている方々と関わり、利用者様同士で支え合う姿などを拝見できたことで、共生という言葉の意味を深く考えることができた。

ツアー企画が印象に残っています。事前にツアーを企画する際にどのような視点が必要なのか学んだ後で実際に自分が組んでみた
ことで非常に勉強になりました。また、自分が組んだツアーに対してフィードバックもいただけたことで非常に学びになったと感じておりま
す。

利用者の方が実際に行っている作業やプログラムに参加させていただいたり、仕事の内容や作業所の役割について教えていただい
たりと様々な体験をすることができたから。また仕事のやりがい・大変なことなどについて質問したのだが、そういった質問に対して真摯
にお答えしていただけたから。

冷凍のすり身を練り物に加工し、実際に使用できるか、見た目や弾力などの検査をしたこと。

フロント業務が印象に残りました。実際にお客様の対応をしてハキハキ話さないといけないことや、受け身にならないことがよくわかりま
した。

カタログの中から二品選んで、それを同世代相手に売る際の販売方法や商品の魅力紹介方法をwordでA4サイズ1枚にまとめるとい
うもの。まとめた後には社員の方への説明も行った。

	来年完成予定となっている、協友建設の新たな建物の模型を製作した。

職員に向けた短期仕事体験で学んだことのプレゼンテーション。学びや気づきを言語化することで、自分の中でも整理できた。

PAD(Power Automate Desktop)を使って、作業を自動化するスキルを学んだこと。

合計 43 100

実際に中古住宅の内見にお客様と行ったことが印象に残りました。 つい最近まで住んでいたのではと感じる住宅があり、高齢化社会
が進む中で相続の方の負担など学びました。 また、賃貸においてもオーナーとお客様の仲介をするために様々な工夫をしていること
が分かりました。不動産業だけではなく賃貸の管理も行っていることを知りました。

12 27.9
5 11.6

10 23.3
16 37.2

合計 43 100

count rate(%)

13 30.2
9 20.9
15 34.9
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6 14.0 14.0 %
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▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

記述3.体験先の担当者・社員との接点の満足度の理由（抜粋）
【ポジティブな理由】

▶

▶

▶

▶

▶

【ネガティブな理由】

▶

▶ 実習中は基本的に1人の社員の方に担当してもらっており、あまり他の社員の方々と関わることはなかったから。

社員の方から話しかけてくだっさたり、いつも通りの雰囲気で迎え入れてくださったことが良かったから。

とても分かりやすく丁寧に説明していただき、ランチミーティングなどを通して社員の方と関わる機会があったため。

体験中はもちろん、3日間とも職場の先輩方と一緒にお昼ご飯を食べさせてもらい、リアルな話も聞くことができたため。

担当者だけでなく、加工の現場では社員の方たちとも関わる機会があり、実際の職場の雰囲気を感じることができた。

体験期間中は毎日、朝と夕方に進捗状況や質問などコミュニケーションをとる時間があったから。

話をしてくださった社員さんは皆親切であった。対応してくれた総務の方のみやや対応が雑であった。

他の社員の方がおられる部屋で一緒に仕事を体験することで、職場の雰囲気を感じることができたから。

これまでインプットしたことを実際にアウトプットできて自分の理解度を確かめることができたため。

	これまでサービス業においてお客さんとしての立場でしか関わっていなかったため、今回従業員の立場から仕事を体験させてもらい、
細かな気配りがお客様の満足度を高めていることを学んだ。お客様が書きやすいようにペン先を出してからお渡しすることや声のトー
ン、目元の表情管理など常に相手の目線に立って動く姿勢が大切なのだと知ることができた。

	会社の普段の様子をそのまま見させてもらい、就職した際の想像がしやすかったから。

私は特に開発について興味があったので、開発に関しての業務内容を具体的に教えていただき、とてもためになったから。

各部署の方から、その部署についての詳しい説明や事業内容について詳しく知ることができたから。 また、業務体験では体験しない
と分からないことであったり、社内の雰囲気であったりを知ることができたから。 そのほかにも、学校や普段の生活では教えてもらう機
会のない、名刺交換の体験もすることができたから。

	個人的にフロントの業務に興味があったのですが、他の旅館とは少し異なる雰囲気や業務内容を知れたこと。また、それだけではな
く、フロントの方の意識されておられることや、裏側などを見ることができたところ。

三日間という短い時間の中で非常に多くのことにチャレンジする機会をいただけたから。
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記述5.体験事業所への要望

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶
子供の関わり方について何らかのアドバイスが欲しかった。社員の方に仕事のやりがいや大変なことについて質問する時間が欲しかっ
た。お客様のように関わっていただいたが、もう少し社員の方と同じように関わっていただきたかった。

【コミュニケーション】

お昼の時間について、せっかく社員の方とお話しできる機会であったが、休憩の時間までお話ししていいのか分からなかった。ご負担
になるかもしれないが、社員の方から話しかけてもらえると緊張が解け、気軽に話をすることができたように思う。

より多くの社員の方とのコミュニケーションもとりたかった。

【その他】

大学近辺からのバスが１時間に一本ほどしかなく、立地的にも距離があるので送迎があれば非常に助かった。

予定通り、CAD外観デザイン作成や外観・外構デザインプレゼンをしたかった。また、現場見学のために車に乗せていただき、移動し
ていた際、急にスピードを出す、ハンドルから手を離す、信号を見ていないなど、乗っていて不安になるような運転をされていたため、
安全運転をしていただきたかった。

【プログラム内容や実習中について】

業務体験が、できれば二つ体験したかった。

体験時間が変わるなら事前に連絡してほしかった。

実施計画書の服装について、スーツの色や靴（ヒールの必要性）等も記載していただけると準備がしやすいと感じた。
お客様や仕事の迷惑になるかもしれないが、部屋までの案内・配膳の様子を体験とまではいかなくとも見学させていただけると、仕事
内容や雰囲気など仕事自体の解像度が高まると感じた。

実際に業務の一部を体験してみるというところをもう少し増やしてくれると嬉しいと思った。
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